






























































































































国名 調査年 レベル1未満 レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5 3+4+5
フィンランド
2000 1.7 5.2 14.3 28.7 31.6 18.5 78.8
2003 1.1 4.6 14.6 31.7 33.4 14.7 79.8
2006 0.8 4 15.5 31.2 31.8 16.7 79.7
韓国
2000 0.9 4.8 18.6 38.8 31.1 5.7 75.6
2003 1.4 5.4 16.8 33.5 30.8 12.2 76.5
2006 1.4 4.3 12.5 27.2 32.7 21.7 81.6
日本
2000 2.7 7.3 18.0 33.3 28.8 9.9 72.0
2003 7.4 11.6 20.9 27.2 23.2 9.7 60.1
2006 6.7 11.7 22.0 28.7 21.5 9.4 59.6
OECD平均
2000 6.0 11.9 21.7 28.7 22.3 9.5 60.5
2003 6.7 12.4 22.8 28.7 21.3 8.3 58.3
2006 7.4 12.7 22.7 27.8 20.7 8.6 57.1

































































学年 改訂年 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 外国語 道徳 総合 特活 選択 総授業時数
１年
平成元年 175 140 105 105 70 70 105 70 35 35 ～ 70 105～ 140 1,050
平成１０年 140 105 105 105 45 45 90 70 105 35 70 ～ 100 35 0 ～ 30 980
平成２０年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 50 35 1,015
２年
平成元年 140 140 140 105 35 ～ 70 35 ～ 70 105 70 35 35 ～ 70 105～ 210 1,050
平成１０年 105 105 105 105 35 35 90 70 105 35 70 ～ 105 35 50 ～ 85 980
平成２０年 140 105 150 140 35 35 105 70 140 35 70 35 1,015
３年
平成元年 140 70 ～ 105 140 105～ 140 35 35 105～ 140 70 ～ 105 35 35 ～ 70 105～ 280 1,050
平成１０年 105 85 105 80 35 35 90 35 105 35 70 ～ 105 35 105～ 165 980
平成２０年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 70 35 1,015
─ 136 ─





















































学年 改訂年 国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 道徳 外国語活動 総合 特活 総授業時数
１年
平成元年 306 136 102 68 68 102 34 34 850
平成１０年 272 114 102 68 68 90 34 34 782
平成２０年 306 136 102 68 68 102 34 34 850
２年
平成元年 315 175 105 70 70 105 35 35 910
平成１０年 280 155 105 70 70 90 35 35 840
平成２０年 315 175 105 70 70 105 35 35 910
３年
平成元年 280 105 175 105 70 70 105 35 35 980
平成１０年 235 70 150 70 60 60 90 35 105 35 910
平成２０年 245 70 175 90 60 60 105 35 70 35 945
４年
平成元年 280 105 175 105 70 70 105 35 70 1,015
平成１０年 235 85 150 90 60 60 90 35 105 35 945
平成２０年 245 90 175 105 60 60 105 35 70 35 980
５年
平成元年 210 105 175 105 70 70 70 105 35 70 1,015
平成１０年 180 90 150 95 50 50 60 90 35 110 35 945
平成２０年 175 100 175 105 50 50 60 90 35 35 70 35 980
６年
平成元年 210 105 175 105 70 70 70 105 35 70 1,015
平成１０年 175 100 150 95 50 50 55 90 35 110 35 945




























小学校 中学校 高等学校 同一 異年齢
学校行事 ○ ○ ○ ○ ○ 全校 ・学年
生徒会活動 ○ ○ ○
全校
児童会活動 ○ ○
学級活動 ○ ○ ○ 小学1年生は
35名、 他は40
名が最大ホームルーム活動 ○ ○
クラブ活動 ○ ○ 4年生以上
─ 138 ─






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 40 号（2016 年 11 月 30 日）
沖縄の町という町は焼き尽くされました。1500
基の軍艦に包囲された沖縄で，夜間に校門を出
て行った240人の女子生徒は，40近くあった病
院濠で働きました。病院濠でともだちが「教頭
先生，どうして砲弾が飛んでくるのですか，こ
こは病院でしょう」と聞きましたが，病院濠に
着いたその日から，戦争にはルールが無いこと
を知りました。赤十字の旗を掲げていけば攻撃
されないと聞かされていましたが，そうではあ
りませんでした。
　食事も，一日におにぎり一個を渡されただけ
で担ぎ込まれた兵隊さんの手当てを手伝いまし
た。そのおにぎりも日に日に小さくなり，ピン
ポン玉の大きさになりました。信じられないこ
とがおきるのが戦場でしたし，それが戦場では
当たり前でした。
　私たちは，学園で練習した卒業式の歌は歌う
ことができませんでした。
　沖縄戦は， 54万人の米軍に対する9万人の日
本軍の戦いでした。だから，沖縄の九つの女子
高と16の男子校の生徒が戦場に動員されまし
た。女子生徒は看護助手や食事の手伝いでした
が，男子生徒は司令濠が置かれた首里城から通
信網を繋ぐ労働を強いられました。また，上級
生は爆弾を背負って戦車に体当たりする攻撃に
も加わりました。そうして1500名もの命が失
われていきました。
　ともだちの新垣さんの弟さんは首里校で14
歳でしたが，日本男子なんだから死ねと手榴弾
を渡されて戦車に体当たりしました。首里高校
には資料館があり，先輩たちのことを学んでい
ます。
（５）病院濠の生活
　病院濠の仕事では，想いうかべた白い包帯な
んてありません。毎晩毎晩，ドッと負傷兵が押
し寄せてきました。負傷兵が3000名を超えた
ときに，1000名を糸数濠に移しました。「学生
さん，水をくれ！」と叫ぶのです。出血してい
る人は水を欲しがるのですが，水を飲ませると
更に出血して死んでしまうので，布で湿らせて
口を拭いてあげるのです。それも，包帯交換と
同じ頻度で繰り返されていました。
　病院濠の中は，悪臭が当たり前でした。その
中で一生懸命に水を運んで行ったのに次々に死
んでいきました。上官から「可哀そうだろ，顔
を拭いてやれ」といわれて，亡くなった兵隊さ
んの顔を拭きました。「戦場では死ぬのが当た
り前，だから泣くな」と軍医に言われていまし
た。
　負傷兵を見ても，病気じゃないと戦争なん
だ，と思わされ続けていました。環境が変われ
ば人も変わるのです。赤い血が，黄色い膿が，
中に白い蛆がわくのです。それが戦場で蛆がわ
くのは当たり前，と思えるようになるのです。
「学生さん，包帯を空けてみて，何かもぞもぞ
動いているよ」と言われて，蛆取りをするので
す。
　有事法制で，全国から380名の医師が動員さ
れていましたが，沖縄ではまったく足りないの
で，看護婦の代用として女子生徒が動員された
のです。蛆虫を取り終ると「衛生兵殿，汚物を
取りました。手当てをお願いします。」という
のです。エソは臭いで分かると言われ，切断す
るために押さえつけるのです。手足の切断を見
て，気を失ったともだちが衛生兵に叱りつけら
れました。私たちを引率していた仲宗根先生が，
「この子たちは学生なのです。もう少し優しく
扱ってください」とお願いすると，「教師が生
温いから生徒がダメなのだ」と先生に叱りつけ
ました。私たちは，先生に「お願いするのを止
めてください，頑張りますから」と言って泣き
ました。
　しばらくすると亡くなった兵隊さんの死体を
毛布にくるんで，夜中に，濠の外の弾痕に捨て
てくる仕事もさせられました。それを見ていた
兵隊さんには，恐ろしい女の子だといわれまし
たが，それすらも当たり前のように思えまし
た。
　上級生が，食事の入った桶を濠に運んでくる
─ 153 ─
総合的な学習の時間の考察と試み
際に，足を滑らせてこぼしてしまった時は，「ご
飯を食べないで生きられるか，人殺し」と罵ら
れました。それでも耐えて私たちは看護助手の
仕事を続けていました。5か月もお風呂に入っ
ていませんでした。精神が鍛えられて，なんで
も我慢していました。そんな時に摩文仁に行け
と言われました。
　ともだちの貞子さんが鹿児島に送った手紙が
見つかりました。出発の4日前に送ったもので
したが，戦場で過ごすことなど想像もしていま
せんでした。63年前に亡くなった，その貞子
さんの時計が27名分の遺骨と一緒に，2週間前
に出てきたのです。ＴＶニュースでも紹介され
ました。
　貞子さんに水をあげたときに，「ありがとう，
少し楽になった」と言われました。食べ物はな
い戦場で生きている姿を見るのは奇跡だとも言
われていました。「食べ物は自分で探せ！」と
言われました。6月18日，「ドカーン」という
大音響，暗闇で「足がない，足がない」という
叫び声が聞こえました。濠が爆撃されたのです。
「お腹をやられたから，助かるはずがない。だ
からほかの人を助けて。」というともだちの声。
この爆撃で傷ついて8名のともたちを置き去り
にして，移動しました。
（６）新崎海岸
　新崎海岸まで逃れて，それでも，絶対に日本
は負けないんだ，と信じていました。苦しくて，
悔しくて，岩の上で泣きました。お母さんに会
いたいと叫びました。皆が叫びました。青空の
下を大手を振って歩きたい，とよし子さんがい
いました。岩陰に身を潜めていると，「敵だ，
敵だ」と叫んだ日本兵が目の前で倒れました。
「デテコーイ，デテコーイ」という米兵の声と，
自動小銃を打つ音が近づいてきました。4名の
先輩がピンを抜きました。「教頭先生，もう辛
い，手榴弾のピンを抜いてください」とお願い
しました。「金城，勝手にピンを抜くな！」と
言われて，岩を飛び下りました。
　気が付いた時には，米兵が泣き叫んでいた先
輩を手当てしていました。「ヘイ，スクールガー
ル」と呼びかけられました。 3名が助かりまし
た。
　それから，収容所に連れていかれました。四
つの収容所を転々としましたが，四つ目の収容
所で母に会えました。7か月ぶりのことでした。
母は，半狂乱で「生きていた，生きていた」と
いって抱きすくめてくれました。私は，母に「ご
めんなさい」というのがやっとでした。
（７）若い皆さんへ
　今年も，一生懸命に聞いてくれてありがとう
ございました。
　皆さんは， 63年前に，生きたくても生きられ
なくなった人たちのためにも，しっかり生きて
ください。人が生きるためには条件があります。
それは，平和でないと生きられないということ
です。平和は，武器がつくるのではありません。
武器を持って，傷つけあって，手を握れますか。
日本にとって只ひとつ大事なものがあります。
それは「ことば」です。ことばがあるから，対
話ができるのです。対話によって理解しあえる
ようになるのです。
　日本の国が，外国のひとから尊敬されるよ
う，若い皆さんでつくってください。
